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(57)【要約】
【課題】ハンドルに簡単に装着でき、ノートパソコンの
取付も容易で、しかも可撓性があるので使用しない時は
折り畳んで小さくして保管でき、またキャリアーバッグ
に貼り付けて持ち運ぶことができるハンドル取付型ノー
トパソコン支持具を提供するものである。
【解決手段】自動車のハンドル３の上部側に被せる半円
形状をなす布製の保持カバー４と、この保持カバー４の
前面に取付けた面ファスナー８Ａと、ノートパソコン１
のキャリアーバッグ２の背面に取付けた面ファスナー８
Ｂとからなり、前記ハンドル３の上部側に被せた保持カ
バー４の前面の面ファスナー８Ａと、ノートパソコン１
のキャリアーバッグ２の背面に取付けた面ファスナー８
Ｂとを着脱自在に係合させてノートパソコン１をハンド
ル３に支持させた状態でパソコン操作できるようにした
ものである。
【選択図】　図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
自動車のハンドルの上部側に被せる半円形状をなす布製またはプラスチックシート製の保
持カバーと、この保持カバーの前面に取付けた面ファスナーと、ノートパソコンのキャリ
アーバッグ、またはノートパソコン本体ケースの背面に取付けた面ファスナーとからなり
、前記ハンドルの上部側に被せた保持カバーの前面の面ファスナーと、ノートパソコンの
キャリアーバッグ、またはノートパソコン本体ケースの背面に取付けた面ファスナーとを
着脱自在に係合させてノートパソコンをハンドルに支持させた状態でパソコン操作できる
ようにしたことを特徴とするハンドル取付型ノートパソコン支持具。
【請求項２】
　保持カバーに、ハンドルに取付けられた握りノブが貫通する貫通孔を開孔したことを特
徴とする請求項１記載のハンドル取付型ノートパソコン支持具。
 
 

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、自動車のハンドルにノートパソコンを支持させて操作できる支持具に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
近年、キャリアーバッグに入れて持ち運びできるノートパソコンが普及してきている。一
般に外出先でテーブルの上に広げて操作することが多いが、自動車で移動する場合に、自
動車を止めて車内で操作する場合もある。しかしながら、運転席にはハンドルがあるため
、膝の上にノートパソコンを広げて操作する場合、ハンドルが邪魔になって操作性が悪い
問題があった。
【０００３】
このため、支持金具をハンドルに引っ掛け、この支持金具に小さなテーブルを取付けてテ
ーブルを水平に支持し、この上にノートパソコンを載せて広げるようにしたハンドル取付
け用テーブルが開発されている（特許文献１）。また物置台（テーブル）と背板を蝶番で
開閉自在に組み立てると共に、物置台と背板を連結する鎖状のひもで連結し、更に背板に
取付けた鎖状のひもとフックをハンドルに取付けて物置台をハンドルに支持させたものも
提案されている（特許文献２）。
【０００４】
しかしながら、これら従来の構造はテーブル（物置台）をハンドルに連結する構造で、テ
ーブルを使用しない時は、これを狭い車内に保管しておくスペースが必要となる。また支
持金具をハンドルに引っ掛ける構造では、ハンドルの大きさや形状によっては取付けられ
ない場合もあった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１９９２５
【特許文献２】実用新案登録第３１２７１０６号
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
本考案は上記問題を改善し、ハンドルに簡単に装着でき、ノートパソコンの取付も容易で
、しかも可撓性があるので使用しない時は折り畳んで小さくして保管でき、またキャリア
ーバッグに貼り付けて持ち運ぶことができるハンドル取付型ノートパソコン支持具を提供
するものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
本考案の請求項１記載のハンドル取付型ノートパソコン支持具は、自動車のハンドルの上
部側に被せる半円形状をなす布製またはプラスチックシート製の保持カバーと、この保持
カバーの前面に取付けた面ファスナーと、ノートパソコンのキャリアーバッグ、またはノ
ートパソコン本体ケースの背面に取付けた面ファスナーとからなり、前記ハンドルの上部
側に被せた保持カバーの前面の面ファスナーと、ノートパソコンのキャリアーバッグ、ま
たはノートパソコン本体ケースの背面に取付けた面ファスナーとを着脱自在に係合させて
ノートパソコンをハンドルに支持させた状態でパソコン操作できるようにしたことを特徴
とするものである。
【０００８】
本考案の請求項２記載のハンドル取付型ノートパソコン支持具は、請求項１において、保
持カバーに、ハンドルに取付けられた握りノブが貫通する貫通孔を開孔したことを特徴と
するものである。
【考案の効果】
【０００９】
本考案に係る請求項１記載のハンドル取付型ノートパソコン支持具によれば、ハンドルの
上部側に保持カバーを被せるだけで、その前面の面ファスナーに、ノートパソコンのキャ
リアーバッグ、またはノートパソコン本体ケースの背面に取付けた面ファスナーとを着脱
自在に係合させるので、ノートパソコンをハンドルにワンタッチで支持させることができ
る。またハンドルの傾斜と同じ角度で傾斜した状態でパソコン操作することができるので
操作性に優れている。また保持カバーは可撓性のある布やプラスチックシートで形成され
ているので、使用しない時は小さく折り畳んでダッシュボードなどに保管したり、キャリ
アーバッグに貼り付けて持ち運ぶことができる。
【００１０】
また請求項２記載のハンドル取付型ノートパソコン支持具によれば、保持カバーの半円形
部に形成した貫通孔が、クレーンやフォークリフトなどの特殊車両のハンドルに、握りノ
ブが取付いている場合に、この握りノブを貫通させてハンドルに取付けることができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１１】
以下本考案の実施の一形態を図１ないし図４を参照して詳細に説明する。図において１は
ノートパソコン、２はこのノートパソコン１を収納するキャリアーバッグ、３は自動車の
ハンドル、４はこのハンドル３の上部側に被せた保持カバーである。
【００１２】
前記保持カバー４は図２および図３に示すようにフェルト状の厚い布で形成され、自動車
のハンドル３の直径よりやや大きい半円形部５の円周に沿って逆Ｕ字形状の折返し部６が
形成されていると共に、半円形部５の上部側に貫通孔７を開孔したものである。更に半円
形部５の前面下部側の左右には、面ファスナー８Ａ、８Ａが取付けられている。またノー
トパソコン１を収納するキャリアーバッグ２は図４に示すように、その背面の下部側に面
ファスナー８Ｂ、８Ｂが取付けられている。
【００１３】
上記構成のハンドル取付型ノートパソコン支持具は、自動車の車内でノートパソコン１を
使用する場合、先ず図１に示す保持カバー４の半円形部５を運転席側に向けて折返し部６
をハンドル３の上部側を覆うように被せてハンドル３に取付ける。次に図４に示すキャリ
アーバッグ２を反転させて、この側部１１を図１に示すように開いて起こした後、ここに
収納されているノートパソコン１のディスプレイ１２を開いて立てる。次にキャリアーバ
ッグ２の面ファスナー８Ｂをハンドル３側に向けて押し付け、面ファスナー８Ａ、８Ｂを
係合させて保持カバー４にキャリアーバッグ２を支持させる。この状態でノートパソコン
１のキーボード１３を設けた本体ケース１４は、ハンドル３の傾斜と同じ角度で傾斜して
いるので、キーボード１３の操作が容易である。
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【００１４】
また使用しない時は、布製の保持カバー４を小さく折り畳んでダッシュボードなどに保管
したり、キャリアーバッグに貼り付けて持ち運ぶことができる。従って、テーブルを取付
ける従来のものに比べて、取付や取外しも簡単で、キーボード１３も傾斜したハンドル３
の位置でセットされるので操作性が良い。
【００１５】
また図２に示す保持カバー４の半円形部５に形成した貫通孔７は、クレーンやフォークリ
フトなどの特殊車両のハンドル３に、握りノブが取付いている場合に、この握りノブを貫
通させる孔である。
【００１６】
図５および図６は本考案の他の実施の形態を示すもので、ノートパソコン１の本体ケース
１４の背面に面ファスナー８Ｂ、８Ｂを直接張り付けたもので、図６に示すように、本体
ケース１４の背面を保持カバー４の前面に押しつけることにより面ファスナー８Ａ、８Ｂ
が係合してノートパソコン１を直接、保持させることができる。
【００１７】
なお上記説明では保持カバー４をフェルト状の厚い布で形成した場合について示したが、
他の布で形成しても良く、またプラスチックシートなど可撓性のあるシートを縫製して形
成したものでも良い。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本考案の実施の一形態によるハンドルにノートパソコンを支持させた状態を示す
斜視図である。
【図２】図１の保持カバーを示す斜視図である。
【図３】図２の保持カバーを背面側から見た斜視図である。
【図４】キャリアーバッグを背面側から見た斜視図である。
【図５】本考案の他の実施の形態によるノートパソコンを背面側から見た斜視図である。
【図６】図５のノートパソコンをハンドルに支持させた状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００１９】
１　　ノートパソコン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　　キャリアーバッグ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　　ハンドル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４　　保持カバー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５　　半円形部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６　　折返し部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７　　貫通孔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
８Ａ、８Ｂ　　面ファスナー　　　　　　　　　　　　　　　　　
１１　側部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１２　ディスプレイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１３　キーボード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１４　本体ケース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】
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